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活動法 IP・ 学校をつくる会

1 事業の成果
1993年秋に「カンボジアのこどもに学校をつくる会」として発足した当会は、2023年 9月 で 30年 目に
入った。1年で 1棟を目標に始まった学校建設の総実績は着工済校舎を含めて、2023年度末時点でカン
ボジア 376棟・ネパール 21棟となった。ソフト面では、当会の事業の柱の一つである「初等科芸術教
科教育支援事業」が 2023年 3月 に JICA草の根技術協力事業 (パー トナー型)と して、再採択され
た。

当会は、2004年 1月 1日 付けで 19番目の認定 WO法人として国税庁より認定された。2018年度に認
定の有効期間の更新を東京都に申請したところ、2019年 2月 24日 に認可され、向こう5年間の資格を継
続できることになった。この結果、当会は寄付金控除の特典を得られる領収証を継続して発行すること

が可能となっている。

2023年度は新型コロナウイルスによる行動制限が緩和されたことに伴い、2019年以来 4年ぶりに実施
したカンボジアヘのボランティア派遣を再開した。

今年度の各事業の主な実績は以下の通りとなる。

1-1学校建設事業の主な実績
(1)カ ンボジア

①校舎、付帯施設の建設

本年度はカンボジア 5州に、小学校 8棟 27室、校舎補修 9棟 33室、 トイレ4棟 12室、手洗い場 3
基を建設した。これにより、カンボジア国内での校舎建設数はカンボジア 20州で 376棟 (着工済校合
を含む)と なった。
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②「江東区」及び「江東区海外リサイクル支援協会」との連携で中古机・椅子を輸送

机と椅子 170セ ットをバッタンバン州のマニャプロウ小学校に寄贈しました。 日本の机と椅子は独
立していて、なお且つ頑丈なため、とても人気です。2024年度の寄贈に向け、関係者のみで椅子と机

を修繕し発送予定です。



③衛生教育

2023年度は、 トイレ4棟 12室、手洗い場 3基、給水タンク 1基を必要とされている小学校に設置、並

びに消毒用アルコール等の衛生用品を 3校に支援し、各校の衛生環境の改善に取り組んだ。

(2)ネパール

ネパールでの学校建設は、2023年度末までに合計 21棟 88教室を贈呈することができた。

1-2 教育支援事業の主な実績

(1)初等科芸術教育支援事業

■タケオ州でのパイロット事業の完了

カンボジア教育省による「芸術教科」設立の決定に伴い、2017-2022年 にかけて、カンボジア の小学

校の芸術教育 (音楽/美術)にふさわしいカリキュラム作り、教科書・指導書作り、 トレーナーなどの人

材育成を目指して進めてきた『初等科芸術教育支援事業』。カンボジア全土への普及を目指し、モデル地

域であるタケオ州の小学校 4校の先生への教員研修の実施、研修を受けた先生方の授業実践のフィー ド

バックを元にした教科書・指導書のブラッシェアップを継続的に行ってきた。

■パイロット事業 成果
このパイロット事業を通して、タケオ州 4校の教員合計 24名 が芸術教科を教えることができるように

なり、1,000人以上の生徒達が芸術教育を受けることができるようになった。事業は完了したが、対象の

4校が他校の模範となるモデル校であり続けるため、引き続き協力体制を続けていく。

■JIm 草の根技術協力事業 新たなフェーズ開始
当会の事業の柱の一つである「初等科芸術教科教育支援事業」が 2023年 3月 に JICA草の根技術協力

事業 (パートナー型)と して、再採択された。
今回第 2フ ェーズに取り組む背景として、2023年にカンボジア教育省は全国の公立小学校において、

週 1時間が芸術教育に割り当てられることが決定されたが、芸術教育を指導できる教員が著しく不足し

ているため、定期的に芸術教育を実施している公立学校はほぼ存在せず、全国に芸術教育を普及する上

で大きな弊害となる。

当会では 2016年から2021年まで JICA草の根パートナー事業として、初等科芸術教科シラバス、生徒

用教科書、教師用指導書、現職教員プログラムを開発した。また、プノンペン教員養成大学にて、芸術

教科を普及できる教員 (ナショナル トレーナー)8名 の育成を行ったが、カンボジアの全ての子ども達が
学校で芸術教育を受けることができる環境が整備されているとは言い難く、指導できる教員のさらなる

育成は急務の課題である。当フェーズでは、人材育成を主軸に芸術教科教育普及のための基盤の構築に

取り組む。

2023年 4月 以降、現地協力機関と本次事業の活動内容や計画に関して協議を行いつつ、開始準備を

行い、2024年 1月 にJHPと JIα 間の契約締結が完了し、 2月 から本格的に開始した。



(2)フォローアップ事業

1996年より実施している音楽・美術教育支援事業では、対象地域において芸術教育を現地主体で継続
して実施していくために必要とされる支援を行ってきた。今年度は、音楽教育はバッタンバン州とシェ

ムリアップ州を対象に、美術教育はプノンペン都・カンポット州・スバイリエン州を対象に取り組んだ。

楽器不足で音楽の授業実施が難しい学校や教育機関等へも継続的に幅広く支援を行っている。

●音楽 (プレイベン州コンポントラバイク郡)

【音楽教員育成のための特別強化研修】

音楽教育の実施を望んでいるにも関わらず、指導ができる教員がいないために実施ができていない教

育機関を対象に、研修を実施した。

<研修概要>
―対象教員 :バ ッタンバン州芸術教員 2名

シェムリアップ州芸術教員 2名

―研修期間 :10日 間 (5日 間×2回 )
【地域や学校への楽器寄贈】

楽器寄贈のリクエス トを受けた各教育機関への楽器寄贈も継続的に行っています。

●美術 (カ ンポット州、スバイリエン州、プノンペン都)

【美術の授業の継続、自校開催の絵画展などを目的とした画材の寄贈】
カンポット・スバイリエン両州の32校における美術の授業の継続、ならびに自校開催の絵画展の実施

を後方支援するために、画材の寄贈を実施しました。

【第 11回 ミツバチの一枚画コンクール】

輸山田養蜂場様が主催する当コンクールに、今回は計 9名 の生徒達が海外部門で入選した。

(3)CCH・ アー ト・プロジェクト

本事業は、ローラ・ワール ドスカラシップ基金の支援により 2015年より実施している。子どもたち
が想像性や感性、創造力、表現力などの資質能力を発揮できる場を提供することを目的とし、様々な自

己表現活動を実施している。

●アートクラブ

毎週金曜日をアー トクラブの日として、美術や音楽に関わる様々な表現活動を行っている。美術では、

絵画だけでなく立体作品づくりなど、楽しいけど少し難しい課題制作に挑戦する。音楽では、クメール

音楽と外国曲を含む歌唱や鍵盤ハーモニカの演奏に取り組んでいる。

● CAP(CCH Arts Project)Festivalの 開催
恒例のアー トフェスティバルは、昨年に引き続き、今年も無事開催することができた。日頃の練習成果

を発表するステージパフォーマンスや作品の展示を行い、多くの来場者の方々方に楽しんでいただいた。

(4)児童養護施設 (CCH:幸せの子どもの家)支援

●今後の支援体制について

カンボジア政府の新たな方針として、規模の大きな児童養護施設を除き、全国の児童養護施設を廃止

する動きがあり、これを受けCCHも 2023年に児童養護施設としての機能を閉じ、2024年より学校運営を

中心とした教育施設となる。今後、呼称は児童養護施設ではなくCCH小学校となる。
CCH理事とJP職員との間で今後の支援体制に関する協議が複数回行われ、2024年以降は下記の新た
な支援を実施することが決まった。

【CCHから高校を卒業した青年に対する大学進学のための奨学金の支援】
大学への進学を希望しているにも関わらず、経済的な理由によって進学が困難な学生を財政面で支援



する。大学進学を支援し、将来カンボジアの発展に貢献できる人材を育成することを目的する。

カンボジアでは義務教育期間 (小学校から高校まで)は授業料が無料だが、大学の受講料は自己負担
になり、支払う余裕がない青年は進学を諦めざるを得ない。カンボジアの第 3期教育への進学率は 2022

年の世界銀行の統計によると 15%と なり、他のASEШ 諸国と比べ未だ低い水準にある。しかしながら、大

学への進学率は経済発展と共に年々増加している。

(5)成人識宇教育

2023年 8月 に開講した第 5期 目となる識字クラスは、2024年 3月 に修了しました。今年度は 100名 の

受講生が仕事と両立しながら、粘り強く勉強を続け、修了試験合格を目指した。

<第 5期 識字クラス概要>
■開講場所 :コ ンポンチャム州 バティエ郡 サンダエックコミューン内にある4村

(ス フイプレイ村、バンティエチャス村、スラーコッコー村①、スラーコッコー村②)

■開講期間 :8カ 月間

■開講日及び時間 :月 曜から土曜まで週 6日 (午後 6時から8時まで)
■総生徒数 :100名 (各村 25名 )男性 26名 、女性 74名
■現地カウンターパート:識字教員 4名、スーパーバイザー1名、アシスタントスーパーバイザー1名

1-3 ボランティア派遣事業
2019年以来 4年ぶりに下記の通り実施することができた。
■活動期間 :2024年 8月 20日 ～8月 28日

■活動内容 :ブランコ建設、衛生ワークショップ、CCHでの芸術活動、他団体訪問等

■活動場所 :プノンペン市、スバイリエン州

■ 参加者 :大学生及び大学院生 10名・社会人 6名 計 16名

1-4 モンゴル制服寄贈
当会在籍のモンゴル出身の職員からのニーズ情報提供により、靭共同印刷様より寄贈いただいた未使

用の制服 304着をモンゴルの必要とされる学校・団体で贈る活動を 2023年 9月 に実施した。

1-5 啓蒙活動事業の主な実績
【チャリティーコンサート】

第 18回 日となるコンサートは、2023年 7月 29日 (土 )、 浜離宮朝日ホールにて開催された。

1-6

(1)

(2)

(3)

(4)

上記 1-1から 1-5の活動を支える組織運営に関する主な実績
2023年度寄付件数は 627件、86,379,953円 の寄付収入を得た。
「Panasonic NPO/N∞ サポー トファンド for SDGs」 に継続採択された。当会は「組織基盤強化に向

けた仕組作りと実践 BSC*を用いた多世代型組織への変革基盤強化」を目的に申請し、外部専門委員

会の選考やヒアリングを経て、海外継続助成として採択された。1年間の活動に 1,750,000円 が助

成された。

助成金は上記の海外継続助成を含む 7件が採択され、各種事業を実施した。
財源確保のための各種募集として、書き損じハガキ、未使用切手、デルタ航空マイルなどを募集し

た。

1-7 運営面の主な課題

(1) 前年度よりも寄付総額及び寄付件数は減少している。つまり、当会の活動に賛同じ引き続き支援

をして下さる会員・支援者が減少していることが分かる。また、公益財団法人や企業からの補助金・

助成金・寄付などを継続的に受けられたのは、当会が長きにわたり実績と信頼を積み重ねてきた結



果と言える。2024年度以降も、寄付金、助成金、会費、事業収益の各予算を達成させ、収益全体を

安定的に維持させることが課題となる。

2)年 度末の会員数が367名 で、これは主に会員・支援者の高齢化に加え、コロナの影響により新入
会員が減少したことによる。活動参加企業やカンボジア訪問者の新規入会の促進、若い世代の新規

会員増加に力を入れ、会員数を増加させることが課題となる。

2023年度は新型コロナウイルスによる行動制限が緩和されたことに伴い、上述の主な実績の通り、各

事業において多くの成果を得ることもできた。

カンボジアやネパールの安定した発展の為には、義務教育のよリー層の普及が重要な課題となってい

る。まだ、国内外で発生する災害への対応も含め、当会が担うべき活動は一層広がることが想定される

ため、今後も各種の啓蒙活動を展開し、活動に対する理解者を増やしながら、より効果的な活動を継続

していきたいと考えている。



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【128,434】 千円)

(2)そ の他の事業

その他の事業に関しては、実施していない。

定款に
記載された
事業名

事業内容 日時 場所
従事
者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

学校建設

小・中学校建設

(校舎・付帯設備)

通年 カンボジア 5人
20校の

生徒・教員
7,823人

17,823
通年 *,ittv 6人

贈皇校

2校
約 500人

継続支援 (物資等) 通年 カンボジア 5人
贈皇校

16校
*! 8, 5oo ,,!

候補校調査 通年 カンボジア 5人 6校 約 1,500人

教育支援事業

JICA草の根
パー トナシップ事業

初等科芸術教支援事業

通年 カンボジア 20人

教育省担当

行政官、教員

養成校教員、

対象郡教育

局及び 4校

の教員等

約 320人

10,157美術フォローアップ事業 通年 カンボジア 5人
対象 32校の

生徒・教員
約 9,600人

児童養護施設(CCH)支援 通年 カンボジア 5人 入所児童 30人

CCH・ アー ト・プロジェク ト 通年 カンボジア 7人 参加児童 107人

成人識字教育 通年 カンボジア 8人
識字クラス

教員・学習者
100人

災害救援
復興事業 東日本大震災復興活動 通年 宮城県南三陸町 15人

宮城県三陸
町の住人

300人 844

啓蒙活動事業

機関紙発行

JIIPニユース

(2回 )
Cm便 り
(1回 )

東京事務所 8人
会員

サポーター

1,237人

80人

4,146ホームページ 通年 東京事務所 1人 一般 20,850人

メールマガジン
通年 19回

発行
東京事務所 1人 会員ノー般 1,092人

チャリティコンサー ト
2023年
7月 29日

東京都内 14人 会員/一般 430人

組織運営に
関する事業

財源確保 通 年
東京事務所
及び国内各所 10人 会員/一般 約 1,500人

12,393協力団体提携 随時
東京事務所
及び国内各所

5人 会員/一般 *! 3, ooo/!

各種会議 随時
東京事務所
及び国内各所

10人 会員/一般 378人

運営管理 通年
東京事務所
及びカンボジア

5人 会員/一般 約 100人
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(l)管理費人件費 5.462.84, 5,462.349
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通口彙 83,160

退職綸付費用 60.000

法定福利賣 677022

`利
厚生費 ,.9(X

(2)管理費その他饉費 6.934.446 6,34446

通信運搬費 337.,42

■■ 120.35`

水道光お費 217.666

旅彙交通費 561,734

交晨賣 55.657

消耗品費 398.38,

■口金 400.000

口,賣 54091

印月・彙本費 22,.444

■綸費 11(0(

,借科 167.459

事務所事贅 2.643.,60

保険ヽ 11.260

■税公凛

支払守付全

巌会, 31.375

支払手霰将 1.235.02'

研

"彙 `6.000減価●却費 188.630

■■ 154,654

当翔経常増減額
‐38.254638 38254,638

皿層常外収益 1.506269 1506.269

ヽ管菫査 1■60.040

日定賣産売却益 146.229

Ⅳ 経常外費用 752.350 752.350

お曽菫損 752.360

V正味財産増加 前期損益

'正
損益

・37.500.71,

70,000

‐37570.71,

141.11'.445

103.548′ 26

税引前

事彙費

人 .

2 その他経費

法人税、tt民■■

当期正味財

.totuLk ?x
l

r黎収●

経常収益 :102,576,668円

次期●越正味財産額

X当期会計報告はNPO会計基準に準拠しています.

経常費用 :140,831,306円

取●I栞
23●o

,電費
8.0わ

,lCA

,撃舌勁I案 2.

助曖全

63“

56%

3.5,6

■,支援■案

科目
特定非営利活力に

係ろ事業
合計

102.576.660102.576,668

2.306,000受取会

' 86,37,.'53受取寄付全

受贈益

受取勁威金尋 6,4215,4

●桑嗅益 5.748200

1.'20.,21その他収益

140,331.306 140,831,306

128.434.011 128434.011

23,217.60, 23.217.609

給料手当 20,362,456

雑給

3`1.320通画 費

32.080退職全

退●始付費用 2m,0(0

よ定福利賣 1,970■ 55

福利厚生賣 232.898

活動彙

105.21`,402 105.216,402

87.1,1売上原価

建設費 60,652.7,,

CCH支口金
プロゾ,外物贅 6.073.317

26.,57海外歌育支■■助費

トレング賣

通信運搬費 710,185

運賃 ,37.475

水道光熱彙 162,01`

11.006.349旅費交轟賣

106.664広告宣伝,
消耗品費 1.041.676

十署情品費

諸謝全 751.'70

図■■
774,417印刷・製本,

蓼籍費 771.551

賃借料 3.370.285

事場所家贅 1.386.2,4

816.3,9保険料

200.954租a公課
支払寄付金 12.000.000

10,000諸会賣

991.,07支払手秋料

15,400研修費

減●■却費

摯費 17.596

寄付金

3`2%

22
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2023年度
貸借対照表
(2024年3月 31日現在)

(単位:円 )

■」

―●

",■
1鰤 人 Ir・ ■崚をつくる会

it 晏 」 事   饉 千 彙 工 子●

8+* r2/a
it*rr6aE^ JrlP. +{ltr( 5+

●   ● ′ιあ

■は.十t'■剰薔●

“

■澁313■ 0■■に■づ●.●t,“ 捗人

Л]■ 午口|●つくる合の
=0口
午● (3●腱キ 4月 1日■,ら ,嗜

`早
8月 81日 ま

で)の●●●●●■【
""●
●■ (■●■●●.贄●■

“

)と
"層
口●にう1｀

て●■姉 うた.

ムは.颯事の■3■ 10●置に口すoE■に当たっては ■
=会
■●その■

の■■を会●に出用し
`薔
と●ゆる■合には■口

"っ
た また.■■のよ凛

ユ
"け
このよユに日す

…
書たoては.口●や■■

"の
口菫.口
'.■

口●
…
な彙Eを■うための子●●を行つた

●■の6■ .饉 人の●●はま令■●2●にこづaコ正にⅢ
"さ
れ.●卜●曖

は一●に全二■饉と日められる0「凛月に日●で●正にヽ日されて,ヽ 0ものと

●められ.た_

よぅて.なは.■日の

“

●●●■暉 算●■ム ●壼,■■●●〕人JHP・

薇 をつくる0の 2∝:4摯 a"81日 をもって姜Tする
"α
のm●
"の
よ

屁.■■摯■■嘔 日■在の
"ユ
の状況キ薔

=に
■月しているものと口

“

.

μ 上

科 目 金額 科 目 金額

《資産の部》
【流動資産】
現金
当座預金

普通預金
外貨普通預金

郵便総合預金
郵便振替

1,119,087

3,194,358

89,038,032

1,256,821

383,297

6.005.581

《負債の部》
【流動負債】
未払法人税
未払消費税等
未払費用
未払金

予頁りそ≧

70,000

160,100

407,807

0

117,632

現 預 金 計 100,997.176

未収金

棚卸資産
前払費用
仮払金

241,468

456,413

742,500

403,897 流動負信 合計 755,539

流動資産合計 102.841.454 負債の部 合計 755.539

【固定資産】
車両運搬具
工具器具備品
敷金

3

356,155

1.106.653

《正味財産の部》
【正味財産】
前期繰越正味財産
(う ち当期正味財産増加額)
正味財産 計

141,119,445

△ 37,570,719

103.548,726

固定資産合計 1,462,811 正味財産の部 合計 103.548,726

資産の部 合計 104.304.265 負債・正味財産合計 104.304.265

23
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1 重要な会計方針
財務諸表の作成は.NPO法人会計基準(2011年 4月 l口 2012年3月 31曰 一部改正 NPO法人会計基準協議会)によつていま
す .

(1)固定賓産の減価償却の方法

有形固定資産は.法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています.

2 事業別損益の状況
事業別損益の状況は以 ドの通りです。

3 使途等が制約された寄付等の内訳
使途等が制約された寄付等の内訳は以 ドの通りです。

(単位 :円 )

科  目 学校建設事業 軟青文援事薬
ホ
.ラ
ンティア派遣
事案

災害収1晏復興
事業

啓蒙活動/収益
事業

特別基金 南波キ付金 』CA 事業費計

【経常収益】

経常収益 計 57.254.631 5,930,016 1,9“,60) あ5,0∞ ■972,250 212 24.000,521 ″ 04,377.152

受取寄付金 55,588,630 l.643.418 1,000 255,000 836,050 24.000.000 32,329,101

受贈益

受取助成全等 4,281,594 390,000 4.67t.594

事業収益 22.000 1.963.500 3,746.200 5.731.700

その他収益 1,643,998 212 521 22 l.644.757

腱常費用】

事業費 計 89,004,774 10,688.639 4860,762 489,863 ■450,150 12,000,990 3.938.300 123.434.011

事業費人件費 9,l15,262 6.639,540 3.569.986 3.892,821 23.217.609

事業費その他経費計 79,889,512 4.049.099 4.860,762 489,863 3.880,164 12.00).9∞ 46,012 105,216,402

売上原価 87.191 87.191

建設費 60,652,799 03,652,799

フ̈ シ■クト物資 5.547.694 376,358 154.265 6,078.317

トレーニング費

旅費交通費 4.164.806 2.489.124 3,789.871 384,016 145,015 33.517 ll,006.349

賃借料 l.278.465 210.789 385.626 47.520 l,447.885 3.3,0.285

事務所家賃 l.386.294 l.886.294

支払寄付金 12.000.000

その他経費 3,359.454 972,828 531.000 58.327 2.200.073 990 12,495 7,135.167

当期経常増減額 -31,750,143 -4,758,623 -2,896,262 -234,863 -2,4?7.900 212 11.999,531 -3.938,811 -34.050,359

科  目 取得価額 取得 減少 当期償却傾 減

“

償却累計額

"末
燎彗価額

有形固定資産

車両運搬具

HI-1.UX(JHP― C)

HI―ACE(JHP― D)

HI―しUX(JHP― A)

トヨタFo■ une「

工具器具備品

′くソコン
コヒー機
ルーター

投資その他の資産

3.763.300

2.637.144

2,599,750

3,560,050

210,000

110,080

459,657

156.871

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

l

0

0

0

O

0

0

159.348

29.282

3,768,299

2.637,143

2.599,749

3.560.049

209,999

110.079

220,605

39,740

l

l

1

0

1

1

239,022

117.131

合  計 13.501.852 188.600 13_146_693 356.158

4.固定資産の増減内訳
固定資産の増減は以 下の通りです。

科  目 財蓄僣表に 針
上された奎洒

内■■及び 近
●
=と
のユ引

に 動計算書 )

受取寄付金 86.379.953 5.191.237

活動計算書計 86.379.953 5.191.237

円 )

鯛末残高 備   考

"首
残高 当翔増加薇 当期減少額内 容

65.588,633

4,910,012

1.000

225.000

87,661,448

2.446.374

201.000

504,069

21.808.273

7,239,860

0

1.797.093

学校建設事業

教育支援事業
ボランティア派遣事業

災害救援復興事業

53.881,088

4.776.222

200.000

2.076,162

30.845.22660.933.472 60.?24.645 90.812.891合  計

5 役員及びその近親イとの取り|の内容
役員及びその近親イとの取引の内容は以 下の通りです。

円

以 上



財 産 目 録
(2024年3月 31日 現在)

特定非営利活動法人 JHP・学校をつくる会

金 額科 目

1,119,087

3,194,358

89,038,032

1,256,821

383,297

6,005,581

241,468

456,413

742,500

403,897

100,997,176

102 841 454

1 462 811

755 539

1,844,278

755,539

356,158

1,106,653

3

356,155

1,106,653

104 304 265

755 539

70,000

160,100

407,807

0

117,632

0

103,548,726

資 産 合 計

I資 産 の 部

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

Ⅱ負 債 の 部

流 動 負 債 合 計

2固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

2固 定 資 産
有形固定資産

車両運搬具

工具器具備品

投資その他の資産

敷金

負 債 合 計

1流 動 負 債
未払法人税

未払消費税等

費 用

金

金

金

払

払

り

受

未

未

預

前

流 動 資 産

現金預金

現  金
当座預金

普通預金

外貨普通預金

郵便総合預金

郵便振替

その他流動資産

未収金

棚卸資産

前払費用

仮払金



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2023年度年間役員名簿 (前事葉年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事彙年度における報目の有無をE載 した名簿)

特定非営利活動法人_」 HP・ 学校をつくる会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

氏   名

1
⌒

Q壁ジ ・監事
(ササヒラミエコ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

笹平 美江子

2
⌒

鯉ジ ・監事
(サエキランコ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

佐伯 蘭子

3
⌒

使壁り ・監事
(ヤマオカシュウイチ) 2023年 4月 1日 ～

2024`午 3月 31日
な し

山岡 修一

4
⌒

Q壁ソ ・監事
(サヤリュウイチ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

佐谷 隆一

5
⌒

健ソ 監事

(フ キタ トモコ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

脇田 知子

6 〇 監 事

(ヨ シオカケンジ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 28日
な し

吉岡 健治

7 〇 ・監事

(アオノタツシ) 2023年 4月 1日 ～

2024`午 3月 28日
な し

青野 達司

8
⌒

理事・鰻豊リ

(タ カハシヒサシ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

高橋 久

9 〇 ・監事

(イ トウタエコ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

伊藤 多栄子

10
⌒

使誓ジ ・監事
(ナカゴミヨシタカ ) 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日
な し

中込 祥高



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 ・監事
(ヤカベサキ) 023年 4月 1日 ～

024`午 3月 31日
矢加部 咲

な し

12
/ ヽ

健ノ 監事
(ノムラ マサミチ) 023年6月 24日 ～

024年3月 31日野村 政道
な し

〇



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人_JHP上皇埜埜2■登全______

氏   名

1 笹平 美江子

2 佐伯 蘭子

3 山岡 修一

4 佐谷 隆  

5 脇田 知子

6 伊藤 多榮子

7 高橋 久

8 中込 祥高

9 矢加部 咲

野村 政道10




